
授業科目名 担当講師名 対象学年 

レクリエーション支援Ⅰ 山田 豊弘 １年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日   時限 

講義 １（30） １年生教室 前期  不定期  不定期 

実務経験 
本科目は、レクリエーション指導員として、実務経験のある教員による講

義。 

学修内容 
レクリエーションの意義、レクリエーション運動を支える制度、地域とレ

クリーション 等 

到達目標及び及び 
事前学習 

レクリエーション支援方法の幅広さ、対象者の主体性を尊重した姿勢など、

レクリエ－ション支援の概要を理解する。 

１ レクリエーションの意義 

２ レクリエーション運動を支える制度 

３ レクリエーション・インストラクターの役割 

４ レクリエーション活動の２つの楽しさ 

５        〃 

６ レクリエーション支援とは 

７ 信頼関係づくりの方法 

８ 良好な集団づくりの方法 

９ 自主的、主体的に楽しむ力を高める展開方法 

１０ 子どものレクリエーション 

１１      〃 

１２ 高齢者のレクリエーション 

１３      〃 

１４ 地域におけるレクリエーション 

１５ 終講試験 

履修上の要件  

テキスト、教材、 
参考書 

テキスト 楽しさをとおした心の元気づくり（日本レクリエーション協会） 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

使用機器等  

成績評価の方法 筆記試験 

備考  

 


